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研究成果の概要（和文）：肝移植医療における心停止後ドナー(DCD)からの肝移植には、移植後早期のグラフト機能不
全と胆管狭窄などの胆管合併症の問題がある。本研究は本邦でのDCD肝移植の臨床応用を目指すため、トランスレーシ
ョナル・リサーチとしてブタを用いた大動物肝移植実験を行い上記問題について検討した。成果としてブタDCD肝移植
モデルを確立し、薬剤によるグラフト保護法の可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：Use of liver grafts from donors after cardiac death (DCD) is one of the ways to 
attenuate the organ shortage in clinical liver transplantation (LT). To introduce the DCD-LT in Japan, we 
conducted a study of porcine LT using DCD as a translational research. As a results, porcine model of 
DCD-LT operation has been established. In addition, the efficacy of pharmacological graft protection has 
been suggested.

研究分野：肝胆膵外科、肝移植
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１．研究開始当初の背景 
 肝移植医療におけるドナー不足に対する
方策として心停止後ドナー(DCD)からの肝移
植がある。DCD からのグラフト肝は肝温虚
血障害が加わることにより、脳死肝移植に比
べて移植後早期のグラフト機能不全と胆管
狭窄などの胆管合併症の危険性が高いこと
が指摘されている。近年では摘出後のグラフ
ト肝を体外灌流することによりその
viability を向上させうることが明らかにな
りつつあるが、現状での問題点として１）体
外灌流法における灌流液温度が冷却（4℃）
と常温（37℃）のどちらがより保護効果があ
るのか、２）灌流後にグラフト肝の搬送、移
動のために必要な単純冷却保存により再び
viabilityが低下する、など解決すべき課題が
多い。 
 
２．研究の目的 
 本研究は本邦での DCD 肝移植の臨床応用
を目指すため、トランスレーショナル・リサ
ーチとして大動物肝移植実験および小動物
による基礎実験によって上記の課題につい
て検討することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 臨床への橋渡しとなるトランスレーショ
ナル・リサーチとして、ブタを用いた大動物
肝移植実験を愛媛大学総合科学研究支援セ
ンターの中の動物実験センターでおこなう。
本邦での DCD 肝移植の臨床導入を想定し、よ
り臨床に近い移植実験モデルを設定する。 
 また DCDドナーにおける虚血再灌流障害に
起 因 す る グ ラ フ ト 障 害 に 対 し て
cytoprotective drugsによる障害の軽減法を
検討する。この研究は開発的であり、ラット
肝移植モデルを用いて行う。 
 
４．研究成果 
 ブタ肝移植実験では、愛媛大学総合科学研
究支援センターの中の動物実験センターで
の、ブタ実験動物の搬入、飼育、全身麻酔下
の開腹手術などブタ肝移植実験の準備を完
了した。また肝移植手術に関しては研究代表
者はこれまで200例以上の経験を有している
が、それと同様の手技を応用した DCD 肝移植
モデルを確立した。そして、数頭のブタを用
いて肝移植手術を実施し、術後の経過観察も
行った。 
 一方保護法の確立に関してはDCDラット肝
移植実験を繰り返しモデルを確立した。心停
止後 30 分の温虚血を加えたグラフト肝を移
植するモデルにおいて、リコモヂュリンなど
の薬剤による保護効果を検討した。 
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